
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
光源と、この光源から出射される光束を画像情報に応じて変調する電気光学装置と、この
電気光学装置で形成される画像を拡大投写する投写レンズとを備えた投写型表示装置であ
って、
前記電気光学装置を載置する電気光学装置載置部、および前記電気光学装置載置部に対し
て略垂直に設けられ、前記投写レンズを取り付ける投写レンズ取付部を備えた構造体と、
前記電気光学装置部に取り付けられ、前記電気光学装置から前記投写レンズまでの光路を
密閉する密閉部材と、
この密閉部材に接続され、前記構造体および前記密閉部材により構成される 内部
の空気を循環させる空気循環路と、
前記 内部に配置される循環ファンとを備え
前記循環ファンは、ファンの回転により取り込まれた空気を回転の接線方向に排出する遠
心力ファンであり、
前記遠心力ファンは前記電気光学装置の上部に配置され、その吸気面が当該電気光学装置
載置部と対向していることを特徴とする投写型表示装置。
【請求項２】
請求項１に記載の投写型表示装置において、
前記投写レンズの基端側には前記投写レンズの径方向外側に向かって突出するフランジが
設けられ、このフランジと前記投写レンズ取付部とを接合することにより、前記投写レン
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ズが前記構造体に取り付けられ、
前記遠心力ファンは、前記フランジの外周端縁の径方向内側の領域に対応する部分に、前
記フランジの外周端縁の径方向外側に突出しないように配置されていることを特徴とする
投写型表示装置。
【請求項３】
請求項１または請求項２に記載の投写型表示装置において、
前記空気循環路は、一端が前記遠心力ファンの排出口と接続され、他端が前記密閉部材の
下側部分と接続されるパイプ状部材から構成されていることを特徴とする投写型表示装置
。
【請求項４】
請求項３に記載の投写型表示装置において、
前記電気光学装置は、前記光束を前記画像情報に応じて変調する複数の光変調装置を備え
、
前記密閉部材の内部には、前記複数の光変調装置の配置に応じて、前記空気循環路から噴
出される空気を按分する整流板が設けられていることを特徴とする投写型表示装置。
【請求項５】
請求項４に記載の投写型表示装置において、
前記複数の光変調装置は、赤、緑、青の各色光束ごとに変調する赤色光変調装置、緑色光
変調装置、および青色光変調装置であり、
前記整流板は、前記青色光変調装置、前記緑色光変調装置、前記赤色光変調装置の順番で
、前記空気循環路から噴出される空気を案内するように構成されていることを特徴とする
投写型表示装置。
【請求項６】
請求項１～請求項５のいずれかに記載の投写型表示装置において、前記電気光学装置は、
前記光束を前記画像情報に応じて変調する光変調装置を備え、前記密閉部材とこの光変調
装置との間には、１ mm～５ mmの隙間が形成されていることを特徴とする投写型表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、光源と、この光源から出射される光束を画像情報に応じて変調する電気光学装
置と、この電気光学装置で形成される画像を拡大投写する投写レンズとを備えた投写型表
示装置に関する。
【０００２】
【背景技術】
従来より、光源と、この光源から出射された光束を画像情報に応じて変調して光学像を形
成する光学系と、変調された光束を拡大投写する投写レンズとを備えた投写型表示装置が
利用されている。光学系は、光源からの出射光束の面内照度分布を均一化する照明光学系
、この照明光学系からの光束を赤、青、緑の三原色に分離する色分離光学系、各色光束を
画像情報に応じて変調する光変調系、および変調後の各色光束を合成する色合成光学系を
含んで構成される。光変調系は、色分離光学系により分離された赤色光束、青色光束、緑
光束のそれぞれを画像情報に応じて変調する３つの光変調装置を含んで構成される。
【０００３】
このような光変調装置には、例えば、ポリシリコンＴＦＴをスイッチング素子とした液晶
パネル等の光変調素子が採用されている。この光変調装置は画像情報に応じて光学像を形
成する重要な部分であるから、液晶パネル等の表面に塵埃、油煙等が付着すると、投写型
表示装置の画質が劣化してしまうという問題がある。このため、光変調装置から投写レン
ズまでの光路を密閉する密閉部を備えた投写型表示装置を採用することが考えられる。こ
のような密閉部を備えた投写型表示装置であれば、密閉部により外部から塵埃、油煙が侵
入することを防止できるので、光変調装置の液晶パネル面に塵埃、油煙等が付着すること
がなく、投写型表示装置の画質を長期的に安定して確保するこができ、天井吊り型等の据
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え置きタイプの投写型表示装置として好適である。

【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、液晶パネル等の光変調装置は一般的に熱に弱いため、上述したように、光
変調装置から投写レンズまでの光路を密閉構造により密閉してしまうと、装置外部から冷
却空気を導入して光変調装置を効率的に冷却することが困難であるという問題がある。特
に、近年の投写型表示装置の高輝度化、小型化という流れにおいては、光変調装置を効率
的に冷却することが重要な問題となる。
【０００５】
本発明の目的は、光源と、この光源から出射される光束を画像情報に応じて変調する光変
調装置と、この光変調装置で形成される画像を投写面に拡大投写する投写レンズとを備え
た投写型表示装置において、光変調装置を効率的に冷却することができ、かつ画質を長期
的に安定して確保することのできる投写型表示装置を提供することにある。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
本発明に係る投写型表示装置は、光源と、この光源から出射される光束を画像情報に応じ
て変調する電気光学装置と、この電気光学装置で形成される画像を拡大投写する投写レン
ズとを備えた投写型表示装置であって、前記電気光学装置を載置する電気光学装置載置部
、および前記電気光学装置載置部に対して略垂直に設けられ、前記投写レンズを取り付け
る投写レンズ取付部を備えた構造体と、前記電気光学装置部に取り付けられ、前記電気光
学装置から前記投写レンズまでの光路を密閉する密閉部材と、この密閉部材に接続され、
前記構造体および前記密閉部材により構成される 内部の空気を循環させる空気循
環路と、前記 内部に配置される循環ファンとを備え

ていることを特徴とする。
【０００７】
このような本発明によれば、 内部に循環ファンが設けられているので、この循環
ファンにより、空気循環路を通して 内部の空気を強制的に循環させることが可能
となる。従って、 内部を循環する空気と電気光学装置との間で熱交換を行うこと
により、電気光学装置を効率的に冷却することが可能となる。また、電気光学装置が上述
した により密閉されているので、電気光学装置に塵埃等が付着することもなく、
画質を長期的に安定して確保することが可能となる。

【００１２】
さらに、投写レンズの基端側には、前記投写レンズの径方向外側に向かって突出するフラ
ンジが設けられ、このフランジと投写レンズ取付部とを接合することにより、前記投写レ
ンズが前記構造体に取り付けられる場合、上述した遠心力ファンは、フランジの外周端縁
から径方向内側の領域に対応する部分に、前記フランジの外周端縁の径方向外側に突出し
ないように配置されているのが好ましい。
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例えば特許文献１に記載されているよ
うに、装置内部の冷却方法が開示されている。
【特許文献１】
公開特許公報「特開平８－２７５０９６」（第８－９頁、第９図、）
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の回転により取り込まれた空気を回転の接線方向に排出する遠心力ファンであり、前記遠
心力ファンは前記電気光学装置の上部に配置され、その吸気面が当該電気光学装置載置部
と対向し
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　また、遠心力ファンを採用することにより、排出時の空気の圧力を大きく取ることがで
きるので、その吐出圧力の大きさを利用して密閉構造内部の空気を確実に循環させること
が可能となる。また、遠心力ファンは、通常の軸流ファンと比較して吐出圧力が大きいの
で、低回転で回すことにより、ファンの回転による騒音を最小限に抑えることが可能とな
る。
　さらに、遠心力ファンが電気光学装置の上部に配置され、その吸気面が電気光学装置載
置部と対向しているので、電気光学装置は、遠心力ファンの吸い込み側の空気循環流中に
配置されることとなり、電気光学装置を一様に冷却することが可能となる。



【００１３】
すなわち、遠心力ファンがこのように配置されていれば、遠心力ファンがフランジの外側
に突出することを防止することが可能となり、 の小型化を図ることにより、投写
型表示装置の小型化、薄型化が図られる。
【００１４】
そして、上述した空気循環路は、一端が遠心力ファンの排出口と接続され、他端が密閉部
材の下側部分と接続されるパイプ状部材から構成されているのが好ましい。
【００１５】
すなわち、空気循環路を構成するパイプ状部材が遠心力ファンの排出口と接続されている
ので、電気光学装置を冷却して遠心力ファンに吸い込まれた空気のすべてが空気循環路を
構成するパイプ状部材中を流通する。従って、このパイプ状部材を投写型表示装置内部の
冷却空気の流路中に配置して冷却すれば、パイプ状部材と空気との熱交換により、

内部の空気を効率的に冷却することが可能となる。そして、冷却された空気を他端の接
続部分から噴出することにより、電気光学装置の冷却に供することが可能となる。
【００１６】
また、電気光学装置が出射光束を画像情報に応じて変調する複数の光変調装置を備えてい
る場合、上述した密閉部材内部には、複数の光変調装置の配置に応じて空気循環路から噴
出される空気を按分する整流板が設けられているのが好ましい。
【００１７】
すなわち、整流板が設けられているので、複数の光変調装置の発熱状態に応じて、空気循
環路で冷却された空気を案内することが可能となり、電気光学装置の冷却を一層効率的に
行うことが可能となる。
【００１８】
さらに、複数の光変調装置が赤、緑、青の各色ごとに変調する赤色光変調装置、緑色光変
調装置、および青色光変調装置である場合、上述した整流板は、青色光変調装置、緑色光
変調装置、赤色光変調装置の順番で空気循環路から噴出する空気を案内するように構成さ
れているのが好ましい。
【００１９】
すなわち、上述した変調素子のうち、青色光変調装置の発熱量が最も高く、次いで、緑色
光変調装置、赤色光変調装置の順となる。従って、このような順番で空気循環路からの空
気を案内すれば、各光変調装置を必要に応じて、適切に冷却することが可能となる。
【００２０】
そして、上述した電気光学装置が光束を画像情報に応じて変調する光変調装置を備えてい
る場合、密閉部材と光変調装置との間には、１ｍｍ～５ｍｍの隙間が形成されているのが
好ましく、より好ましくは、該隙間は３ｍｍに設定されているのがよい。
【００２１】
すなわち、密閉部材と光変調装置との間にこの程度の隙間が形成されていれば、
内部の空気をこの隙間に沿って適切に流通させることが可能となるので、電気光学装置を
一層効率的に冷却することが可能となる。尚、前記隙間の隙間寸法を５ mm以上とすると、
隙間中を流れる空気の流速が遅くなってしまい光変調装置を効率的に冷却することができ
ず、隙間寸法を１ mm以下とすると、側板部と光変調装置の配置精度の管理が困難となるか
らである。
【００２２】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施の一形態を図面に基づいて説明する。
【００２３】
（１）装置の全体構成
図１、図２には、本実施形態に係る投写型表示装置１の概略斜視図が示され、図１は上面
側から見た斜視図、図２は下面側から見た斜視図である。
【００２４】
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投写型表示装置１は、光源ランプから出射された光束を赤（Ｒ）、緑（Ｇ）、青（Ｂ）の
三原色に分離し、これらの各色光束を光変調装置を構成する液晶パネルを通して画像情報
に対応させて変調し、変調した後の各色の変調光束をプリズム（色合成光学系）により合
成して、投写レンズ６を介して投写面上に拡大表示する形式のものである。投写レンズ６
の一部を除いて、各構成部品は外装ケース２の内部に収納されている。
【００２５】
（２）外装ケースの構造
外装ケース２は、基本的には、装置上面を覆うアッパーケース３と、装置底面を構成する
ロアーケース４と、背面部分を覆うリアケース５（図２）とを含んで構成されている。
【００２６】
図１に示すように、アッパーケース３の上面において、その前方側（投写レンズ側）の左
右の端には、多数の連通孔２５Ｒ、２５Ｌが形成されている。また、これらの連通孔２５
Ｒ、２５Ｌ間には、投写型表示装置１の画質等を調整するための操作スイッチ６０が設け
られている。さらに、この操作スイッチ６０の装置後端側には、投写型表示装置１の内部
に外部から冷却空気を導入するための空気取入口２３０が設けられている。尚、図１では
図示を略したが、空気取入口２３０の内面側には、スポンジからなるエアフィルタが設け
られ、空気取入口２３０から塵埃等が内部に侵入するのを防止している。そして、アッパ
ーケース３の前面の向かって左下部分には、図示略のリモートコントローラからの光信号
を受信するための受光部７０が設けられている。
【００２７】
図２に示されるように、ロアーケース４の底面には、内部に収納される光源ランプユニッ
ト８（後述）を交換するためのランプ交換蓋２７が設けられているとともに、投写型表示
装置１の前端の略中央部にはフット３１Ｃ、および後端の左右の角部にはフット３１Ｒ、
３１Ｌが設けられている。尚、フット３１Ｃは、図１に示すレバー３１１を上方に引き上
げることにより、後方側の回動機構３１２（図２）によって回動し、図２中の二点鎖線で
示すように、前方側が装置本体から離間して開いた状態に付勢される。そして、その回動
量を調整することで、投写面上の表示画面の上下方向位置を変更できるようになっている
。一方、フット３１Ｒ、３１Ｌは、回転させることで突出方向に進退する構成であり、そ
の進退量を調整することによって表示画面の傾きを変更することが可能である。
【００２８】
リアケース５には、図２に示すように、外部電力供給用のＡＣインレット４５や各種の入
出力端子群４６が配置され、これらの入出力端子群４６に隣接して、装置内部の空気を排
出する排気口１６０が形成されている。
【００２９】
（３）装置の内部構造
図３、図４には、投写型表示装置１の内部構造が示されている。
【００３０】
これらの図に示すように、外装ケース２の内部には、電源としての電源ユニット７、光源
ランプユニット８、光学系を構成する光学ユニット１０、光変調装置駆動基板としての上
下一対のドライバーボード１１、制御回路基板としてのメインボード１２などが配置され
ている。
【００３１】
電源ユニット７は、投写レンズ６の両側に配置された第１、第２電源ブロック７Ａ、７Ｂ
で構成されている。第１電源ブロック７Ａは、ＡＣインレット４５を通して得られる電力
を変圧して主に第２電源ブロック７Ｂおよび光源ランプユニット８に供給するものであり
、トランス（変圧器）、整流回路、平滑回路、電圧安定回路等が形成された電源回路基板
の他、光源ランプユニット８の後述する光源ランプ１８１を駆動するためのランプ駆動基
板１８を備え、このランプ駆動基板１８が透明な樹脂カバー１８５で覆われている。第２
電源ブロック７Ｂは、第１電源ブロック７Ｂから得られる電力をさらに変圧して供給する
ものであり、第１電源ブロック７Ａと同様にトランスの他、各種の回路が形成された電源
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回路基板を備えている。そして、その電力は光学ユニット１０の下側に配置された別の電
源回路基板１３（図４中に点線で図示）および各電源ブロック７Ａ、７Ｂに隣接配置され
た第１、第２吸気ファン１７Ａ、１７Ｂに供給される。
【００３２】
また、電源回路基板１３上の電源回路では、第２電源ブロック７Ｂからの電力を基にして
主にメインボード１２上の制御回路駆動用の電力を造り出しているとともに、その他の低
電力部品用の電力を造り出している。ここで、第２吸気ファン１７Ｂは、第２電源ブロッ
ク７Ｂと投写レンズ６との間に配置されており、投写レンズ６とアッパーケース３（図１
）との間に形成される隙間を通して冷却用空気を外部から内部に吸引するように設けられ
ている。そして、各電源ブロック７Ａ、７Ｂは、アルミ等の導電性を有する電源カバー部
材２５０Ａ、２５０Ｂを備え、各電源カバー部材２５０Ａ、２５０Ｂには、アッパーケー
ス３の連通孔２５Ｒ、２５Ｌに対応する位置に音声出力用のスピーカ２５１Ｒ、２５１Ｌ
が設けられている。これらの電源カバー部材２５０Ａ、２５０Ｂ同士は、図２中点線で示
すように、下部間が金属プレート２５２Ｌで電気的に接続され、最終的にインレット４５
のＧＮＤ（グランド）ラインを通して接地されている。この金属プレート２５２Ｌは、樹
脂製のロアーケース４予めに固定されたものであり、その両端が各電源ブロック７Ａ、７
Ｂとロアーケース４とを組み付けることによって電源カバー部材２５０Ａ、２５０Ｂの下
面に接触し、互いを導通させている。
【００３３】
光源ランプユニット８は、投写型表示装置１の光源部分を構成するものであり、光源ラン
プおよびリフレクタからなる光源装置と、この光源装置を収納するランプハウジングとを
有している。このような光源ランプユニット８は、図４に示す下ライトガイド９０２と一
体に形成された収容部９０２１で覆われており、上述したランプ交換蓋２７から取り外せ
るように構成されている。収容部９０２１の後方には、リアケース５の排気口１６０に対
応した位置に一対の排気ファン１６が左右に並設されており、後に詳説するが、これらの
排気ファン１６によって、第１～第３吸気ファン１７Ａ～１７Ｃで吸引された冷却用空気
を収容部９０２１近傍に設けられた開口部からその内部に導き入れるとともに、この冷却
用空気で光源ランプユニット８を冷却した後、その冷却用空気を排気口１６０から排気し
ている。尚、各排気ファン１６の電力は、電源回路基板１３から供給されるようになって
いる。
【００３４】
光学ユニット１０は、光源ランプユニット８から出射された光束を、光学的に処理して画
像情報に対応した光学像を形成するユニットであり、図４に示すように、照明光学系９２
３、色分離光学系９２４、光変調装置９２５、および色合成光学系としてのプリズムユニ
ット９１０を含んで構成される。照明光学系９２３および色分離光学系９２４を構成する
レンズ、ミラー等の光学素子は、光学部品用筐体となる上下のライトガイドの間に上下に
挟まれて保持された構成となっている（図４には、下ライトガイド９０２のみ図示）。こ
れらの上ライトガイド、下ライトガイド９０２は一体とされて、ロアーケース４の側に固
定ネジにより固定されている。尚、図３および図４では図示を略したが、下ライトガイド
９０２の下面とロアーケース４の内部底面との間には、隙間が設けられ、排気口１６０と
連通している。
【００３５】
プリズムユニット９１０は、構造体となる側面略Ｌ字のヘッド体９０３に固定ネジにより
固定され、光変調装置９２５を構成する３枚の液晶パネルは、プリズムユニット９１０の
側面に固定部材を介して固定されている。このような光変調装置９２５およびプリズムユ
ニット９１０を含む電気光学装置は、後に詳述するが、密閉ボックス８０およびヘッド体
９０３の投写レンズ６の取付部によって覆われ、光変調装置９２５から投写レンズ６まで
の光路が密閉構造とされている。
【００３６】
ドライバーボード１１は、上述した光変調装置９２５を構成する３枚の液晶パネルを駆動
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・制御するためのものであり、光学ユニット１０の上方に配置されている。また、下方の
ドライバーボード１１Ａと上方のドライバーボード１１Ｂとはスタッドボルト９０１１を
介して離間しており、互いの対向面には駆動回路等を形成する図示しない多くの素子が実
装されている。すなわち、それらの多くの素子が各ドライバーボード１１間を流通する冷
却空気によって効率よく冷却されるようになっている。
【００３７】
メインボード１２は、投写型表示装置１全体を制御する制御回路が形成されたものであり
、光学ユニット１０の側方に立設されている。このようなメインボード１２は、前述のド
ライバーボード１１、操作スイッチ６０と電気的に接続されている他、入出力端子群４６
が設けられたインターフェース基板１４およびビデオ基板１５と電気的に接続され、また
、コネクター等を介して電源回路基板１３に接続されている。そして、メインボード１２
の制御回路は電源回路基板１３上の電源回路で造られた電力、すなわち第２電源ブロック
７Ｂからの電力によって駆動されるようになっている。尚、メインボード１２の冷却は、
第２吸気ファン１７Ｂから第２電源ブロック７Ｂを通って流入する冷却用空気で行われる
。
【００３８】
図３において、メインボード１２と外装ケース２（図３ではロアーケース４およびリアケ
ース５のみを図示）との間には、アルミ等の金属製のガード部材１９が配置されている。
このガード部材１９は、メインボード１２の上下端にわたる大きな面状部１９１を有して
いるとともに、上部側が固定ネジ１９２で第２電源ブロック７Ａのカバー部材２５０Ｂに
固定され、下端がロアーケース４の例えばスリットに係合支持され、この結果、ロアーケ
ース４にアッパーケース３を取り付ける際にアッパーケース３（図１）とメインボード１
２との干渉を防ぐ他、メインボード１２を外部ノイズから保護している。
【００３９】
（４）光学系の構造
次に、投写型表示装置１の光学系即ち光学ユニット１０の構造について、図５に示す模式
図に基づいて説明する。
【００４０】
上述したように、光学ユニット１０は、光源ランプユニット８からの光束（Ｗ）の面内照
度分布を均一化する照明光学系９２３と、この照明光学系９２３からの光束（Ｗ）を、赤
（Ｒ）、緑（Ｇ）、青（Ｂ）に分離する色分離光学系９２４と、各色光束Ｒ、Ｇ、Ｂを画
像情報に応じて変調する光変調装置９２５と、変調後の各色光束を合成する色合成光学系
としてのプリズムユニット９１０とを含んで構成されている。光源ランプユニット８は、
光源ランプ１８１およびリフレクタ１８２からなる光源装置を備えている。
【００４１】
照明光学系９２３は、光源ランプユニット８から出射された光束Ｗの中心光軸１ａを装置
前方向に折り曲げる反射ミラー９３１と、この反射ミラー９３１を挟んで配置される第１
のレンズ板９２１および第２のレンズ板９２２とを備えている
第１のレンズ板９２１は、マトリクス状に配置された複数の矩形レンズを有しており、光
源から出射された光束を複数の部分光束に分割し、各部分光束を第２のレンズ板９２２の
近傍で集光させる。
【００４２】
第２のレンズ板９２２は、マトリクス状に配置された複数の矩形レンズを有しており、第
１のレンズ板９２１から出射された各部分光束を光変調装置９２５を構成する液晶パネル
９２５Ｒ、９２５Ｇ、９２５Ｂ（後述）上に重畳させる機能を有している。
【００４３】
このように、本例の投写型表示装置１では、照明光学系９２３により、液晶パネル９２５
Ｒ、９２５Ｇ、９２５Ｂ上をほぼ均一な照度の光で照明することができるので、照度ムラ
のない投写画像を得ることができる。
【００４４】
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色分離光学系９２４は、青緑反射ダイクロイックミラー９４１と、緑反射ダイクロイック
ミラー９４２と、反射ミラー９４３から構成される。まず、青緑反射ダイクロイックミラ
ー９４１において、照明光学系９２３から出射される光束Ｗに含まれている青色光束Ｂお
よび緑色光束Ｇが直角に反射され、緑反射ダイクロイックミラー９４２の側に向かう。
【００４５】
赤色光束Ｒはこの青緑反射ダイクロイックミラー９４１を通過して、後方の反射ミラー９
４３で直角に反射されて、赤色光束Ｒの出射部９４４からプリズムユニット９１０の側に
出射される。次に、青緑反射ダイクロイックミラー９４１において反射された青色、緑色
光束Ｂ、Ｇのうち、緑反射ダイクロイックミラー９４２において、緑色光束Ｇのみが直角
に反射されて、緑色光束Ｇの出射部９４５からプリズムユニット９１０側に出射される。
この緑反射ダイクロイックミラー９４２を通過した青色光束Ｂは、青色光束Ｂの出射部９
４６からリレー光学系９２７の側に出射される。本例では、照明光学系９２３の光束Ｗの
出射部から、色分離光学系９２４における各色光束Ｒ、Ｇ、Ｂの出射部９４４、９４５、
９４６までの距離が全て等しくなるように設定されている。
【００４６】
色分離光学系９２４の赤色、緑色光束Ｒ、Ｇの出射部９４４、９４５の出射側には、それ
ぞれ集光レンズ９５１、９５２が配置されている。従って、各出射部から出射した赤色、
緑色光束Ｒ、Ｇは、これらの集光レンズ９５１、９５２に入射して平行化される。このよ
うに平行化された赤色、緑色光束Ｒ、Ｇは、入射側偏光板９６０Ｒ、９６０Ｇを通って液
晶パネル９２５Ｒ、９２５Ｇに入射して変調され、各色光に対応した画像情報が付加され
る。すなわち、これらの液晶パネル９２５Ｒ、９２５Ｇは、前述のドライバーボード１１
によって画像情報に応じてスイッチング制御されて、これにより、ここを通過する各色光
の変調が行われる。一方、青色光束Ｂは、リレー光学系９２７を介して対応する液晶パネ
ル９２５Ｂに導かれ、ここにおいて、同様に画像情報に応じて変調が施される。尚、本実
施形態の液晶パネル９２５Ｒ、９２５Ｇ、９２５Ｂとしては、例えば、ポリシリコンＴＦ
Ｔをスイッチング素子として用いたものを採用することができる。
【００４７】
リレー光学系９２７は、青色光束Ｂの出射部９４６の出射側に配置した集光レンズ９５４
と、入射側反射ミラー９７１と、出射側反射ミラー９７２と、これらの反射ミラーの間に
配置した中間レンズ９７３と、液晶パネル９２５Ｂの手前側に配置した集光レンズ９５３
とから構成されており、集光レンズ９５３から出射した青色光束Ｂは、入射側偏光板９６
０Ｂを通って液晶パネル９２５Ｂに入射して変調される。この際、光束Ｗの中心光軸１ａ
および各色光束Ｒ、Ｇ、Ｂの中心光軸１ｒ、１ｇ、１ｂはほぼ同一平面内に形成されるよ
うになる。そして、各色光束の光路の長さ、すなわち光源ランプ１８１から各液晶パネル
までの距離は、青色光束Ｂが最も長くなり、従って、この光束の光量損失が最も多くなる
。しかし、リレー光学系９２７を介在させることにより、光量損失を抑制できる。
【００４８】
次に、各液晶パネル９２５Ｒ、９２５Ｇ、９２５Ｂを通って変調された各色光束Ｒ、Ｇ、
Ｂは、出射側偏光板９６１Ｒ、９６１Ｇ、９６１Ｂを通ってプリズムユニット９１０に入
射され、ここで合成される。すなわち、プリズムユニット９１０は、内部に略Ｘ字状に配
置された２種類の波長選択膜を有するプリズムを備え、これら２種類の波長選択膜の選択
特性によって、各色光束Ｒ、Ｇ、Ｂが合成される。そして、このプリズムユニット９１０
によって合成されたカラー画像が投写レンズ６を介して所定の位置にある投写面１００上
に拡大投写されるようになっている。
【００４９】
（５）密閉ボックス８０およびヘッド体９０３の構造
密閉ボックス８０およびヘッド体９０３は、図６に示すように、上ライトガイド９０１お
よび下ライトガイド９０２から構成されるライトガイドに隣接配置されている。密閉ボッ
クス８０および構造体となるヘッド体９０３により区画される密閉構造の内部には、光変
調装置９２５およびプリズムユニット９１０を含む電気光学装置が密閉収納されている。
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また、プリズムユニット９１０の平面位置に対応するアッパーケース３の上面には、上述
した空気取入口２３０が形成されているとともに、密閉ボックス８０および空気取入口２
３０の間には、吸気ファン１７Ｃが配置されている。さらに、ライトガイドと、密閉ボッ
クス８０との境界部分には、寸法Ｄ１の隙間が形成されこの隙間が冷却空気導入路８６と
されている。この冷却空気導入路８６は、ロアーケース４の内部底面および下ライトガイ
ド９０２の下面の間の寸法Ｄ２の隙間として形成される排気流路８８と連通している。尚
、密閉ボックス８０の平面形状は、吸気ファン１７Ｃのファン径よりも小さく設定され、
これにより、吸気ファン１７Ｃからの冷却空気が冷却空気導入路８６に流れやすくなって
いる。また、冷却空気導入路８６の隙間寸法Ｄ１は、吸気ファン１７Ｃの送風量、密閉構
造内部の容積によって定められ、１ｍｍ～１０ｍｍ程度に設定するのが好ましく、投写型
表示装置１の内部の収納効率を考慮すれば、３ｍｍ～５ｍｍに設定するのが最も好ましい
。そして、上ライトガイド９０１の境界部分と吸気ファン１７Ｃとの間には、上述した冷
却空気導入路を囲むようにカバー部材８５が設けられ、吸気ファン１７Ｃにより空気取入
口２３０から取り入れられた冷却空気は、このカバー部材８５により冷却空気導入路８６
に案内される。尚、このカバー部材８５の側面には、冷却空気の一部を導く冷却空気導入
用開口８５１が形成され、この冷却空気導入用開口８５１により導かれる冷却空気の一部
は、上述したドライバーボード１１に案内されてこれらを冷却する。
【００５０】
構造体となるヘッド体９０３は、マグネシウム合金製の側面略Ｌ字の部材であり、略Ｌ字
の垂直部分が投写レンズ６が固定される投写レンズ取付部９０３Ａとされ、略Ｌ字の水平
部分が電気光学装置が載置固定される電気光学装置載置部９０３Ｂとされる。尚、図６で
は図示を略したが、投写レンズ６の基端側には、投写レンズ６の径方向外側に向かうフラ
ンジが形成され、このフランジと投写レンズ取付部９０３Ａが固定ねじにより接合されて
、投写レンズ６は投写レンズ取付部９０３Ａに取り付けられている。また、投写レンズ取
付部９０３Ａと投写レンズ６との間には、シール材が設けられ、投写レンズ取付部９０３
Ａの図６中左側および右側の空間における空気の流通が規制されるようになっている。さ
らに、電気光学装置載置部９０３Ｂには、液晶パネル９２５Ｒ、９２５Ｇ、９２５Ｂの配
置に応じて複数の連通孔が形成され、電気光学装置載置部９０３Ｂにより区画される上下
の空間の空気の流通が確保されている。
【００５１】
密閉ボックス８０は、マグネシウム合金製の上カバー部材８１および下カバー部材８３か
ら構成され、図６に示すように、上カバー部材８１の上面下側には、密閉構造内の空気を
循環させるために、遠心力ファン８７が設けられている。この遠心力ファン８７は、ファ
ンの回転軸に沿った方向から空気を吸引し、ファンの回転接線方向に空気を排出するもの
であり、空気を排出する排出口８７１は、上カバー部材８１の接続部８１４を介して空気
循環路９０と接続され、各接続部分にはシール材が介在して密閉性が確保される。尚、本
例の場合、遠心力ファン８７としては、最大流量が０．１７ｍ３ ／ｍｉｎ、排出口８７１
における最大静圧が１７．５ｍｍＡｑのものを採用している。密閉構造内部の空気は、遠
心力ファン８７によって吸引され、空気循環路９０から排出され、再び下カバー部材８３
から密閉構造内部に供給される。
【００５２】
上カバー部材８１は、図７に示すように、液晶パネル９２５Ｒ、９２５Ｇ、９２５Ｂを囲
むように配置される側板部８１１と、この側板部８１１の上面を覆う上板部８２１から構
成されている。液晶パネル９２５Ｒ、９２５Ｇ、９２５Ｂの配置に対応する側板部８１１
の部分には、赤色光束Ｒ、緑色光束Ｇ、および青色光束Ｂを導入するために、３つの開口
部８１２が形成されている。また、図７では図示を略したが、各開口部８１２には、ガラ
ス板が貼り付けられ、その内側に上述した入射側偏光板９６０Ｒ、９６０Ｇ、９６０Ｂが
貼り付けられている。ガラス板は、側板部８１１に対して、シール材を介して貼り付けら
れ、密閉構造内外の空気の流通を遮断している。
【００５３】
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さらに、図６に示すように、側板部８１１と各液晶パネル９２５Ｒ、９２５Ｇ、９２５Ｂ
との間には、隙間が設けられ、その隙間寸法Ｄ３は、略３ｍｍに設定されている。これは
、図８に示すように、隙間寸法Ｄ３が小さくなると、隙間の間を流れる空気の風速が大き
くなり、風速が大きくなれば、各液晶パネル９２５Ｒ、９２５Ｇ、９２５Ｂの冷却効率が
向上する点を考慮して設定している。本例の場合、隙間寸法Ｄ３を３ｍｍとしたのは、側
板部８１１、各液晶パネル９２５Ｒ、９２５Ｇ、９２５Ｂ等の取付公差を考慮したためで
あり、高精度の取付が可能であれば、それ以下としてもよい。尚、図８中、グラフＧ１は
遠心力ファン８７を最大電圧で回転させた場合、グラフＧ２は遠心力ファン８７を基準電
圧で回転させた場合、グラフＧ３は遠心力ファン８７を最小電圧で回転させた場合におけ
る隙間部分の風速の変化である。
【００５４】
また、図７に示すように、３つの開口部８１２の上部には、液晶パネル９２５Ｒ、９２５
Ｇ、９２５Ｂとドライバーボード１１Ａとを電気的に接続するフレキシブルプリントケー
ブル（ＦＰＣ）１１１を挿通するために、切欠部８１３が形成されている。さらに、側板
部８１１の上部前面には、空気循環路９０を接続するための接続部８１４が形成されてい
る。上板部８２１は、側板部８１１の上面を覆う平板状部分８２３と、その外周の側板部
８１１の切欠部８１３の位置に対応する位置に設けられ、当該切欠部８１３と係合する係
合片８２２とを含んで構成される。そして、係合片８２２を切欠部８１３に挿入すると、
ＦＰＣ１１１が係合片８２２と側板部８１１との間に狭持される。ＦＰＣ１１１の周りに
は不図示のゴムパッキンが取り付けられており密閉構造内部の気密性を確保している。尚
、本実施形態では、上カバー部材８１の側板部８１１と上板部８２１とを別部材によって
構成しているが、これらを一体化した部材で構成してもよい。
【００５５】
下カバー部材８３は、ヘッド体９０３の底部を覆う円筒箱状部材であり、その前方側面に
は、上カバー部材８１と同様に、空気循環路９０を接続する接続部８３１が形成されてい
る。また、下カバー部材８３の内部には、仕切板８３２が設けられ、空気循環路９０から
の空気を案内する整流板となっている。具体的には、図９に示すように、仕切板８３２の
配置は、空気循環路９０からの空気の噴出方向、液晶パネル９２５Ｒ、９２５Ｇ、９２５
Ｂの配置によって決定され、本例の場合、空気循環路９０から噴出された空気Ａは、仕切
板８３２Ａによって液晶パネル９２５Ｂの下部に案内され、続けて仕切板８３２Ｂによっ
て液晶パネル９２５Ｇ、９２５Ｒの下部に案内される。
【００５６】
上述した上カバー部材８１および下カバー部材８３は、ヘッド体９０３に取り付けられる
。上カバー部材８１は、電気光学装置載置部９０３Ｂの上面側（プリズムユニット９１０
側）、および投写レンズ取付部９０３Ａの投写レンズ６が取り付けられる面とは反対側の
面に取り付けられ、下カバー部材８３は、電気光学装置載置部９０３Ｂの下面側（プリズ
ムユニット９１０とは反対側）に取り付けられる。上カバー部材８１は、図１０に示すよ
うに、側板部８１１の底部に設けられる固定片８１５と、側板部８１１の中間部分に設け
られる固定片８１６とを有し、これらの固定片８１５、８１６をボルト８１７によってヘ
ッド体９０３の電気光学装置載置部９０３Ｂおよび投写レンズ取付部９０３Ａに固定する
。このため、上カバー部材８１平面形状は、固定片８１５が設けられる部分が面取りされ
た矩形状とされ、ボルト８１７の螺合固定を容易にしている。また、図１０では図示を略
したが、上カバー部材８１の電気光学装置載置部９０３Ｂおよび投写レンズ取付部９０３
Ａとの接触部分には、ゴムパッキン等のシール部材が介在しており、このシール部材によ
り、上カバー部材８１の内外の密閉性が確保される。下カバー部材８３のヘッド体９０３
に対する取付構造も上カバー部材８１の取付構造と略同様なので、その説明を省略する。
【００５７】
（６）空気循環路９０の構造
空気循環路９０は、図１０に示すように、アルミニウム製のパイプ状部材９１、エルボ９
２から構成され、その端部が上カバー部材８１の接続部８１４および下カバー部材８３の
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接続部８３１とシール材を介して接続されている。
【００５８】
ここで、パイプ状部材９１の内径は、遠心力ファン８７により密閉構造内の空気を循環さ
せた場合、光変調装置９２５の３枚の液晶パネル９２５Ｒ、９２５Ｇ、９２５Ｂの温度が
どれだけ上昇するかで決定している。具体的には、図１１に示すように、パイプ状部材９
１の内径を１１ｍｍ～１７ｍｍに変化させた場合の基準温度に対する温度上昇率で評価し
ている。尚、図１１中、グラフＧ４は液晶パネル９２５Ｒの入射面温度の上昇率、グラフ
Ｇ５は液晶パネル９２５Ｇの入射面温度の上昇率、グラフＧ６は液晶パネル９２５Ｂの入
射面温度の上昇率を表し、グラフＧ７は密閉ボックス８０内部の空気代表温度を表してい
る。図１１に示されるように、パイプ状部材９１の内径を大きくすれば、各液晶パネル９
２５Ｒ、９２５Ｇ、９２５Ｂの温度上昇率を少なくすること、つまり効率よく冷却するこ
とができることが判る。しかし、上述した遠心力ファン８７の排出口８７１の面積よりも
大きくなるように、パイプ状部材９１の内径を設定すると、スペース的に無駄な部分が生
じてしまうので、排出口８７１の開口面積に応じてパイプ状部材９１の内径を設定するの
が好ましく、遠心力ファン８７の仕様に応じて、１０ｍｍ～３０ｍｍ程度に設定するのが
よい。尚、本例の場合、上述した仕様の遠心力ファン８７の排出口８７１の開口面積を考
慮してパイプ状部材９１の内径を１７ｍｍに設定してある。また、本実施形態は、画像表
示に用いられる部分の対角長さが０．９インチの液晶パネルを前提とした条件であり、前
記表示部分のサイズが増減するのに伴い、使用する遠心力ファンの能力を増減し、これに
伴い、排出口８７１の開口面積に適合するパイプ状部材９１の内径も増減する。
【００５９】
また、図９および図１０では図示を略しているが、図１２に示すように、パイプ状部材の
外周には、複数の放熱フィン９３から構成される放熱構造が設けられている。この放熱フ
ィン９３は、空気循環路９０の外周面に溶接等により接合されるアルミニウム製のリング
状部材であり、放熱フィン９３の数は、空気循環路９０内部の空気の冷却効率に応じて適
宜設定される。
【００６０】
（７）冷却流路の説明
次に、投写型表示装置１に形成される冷却流路について説明する。
【００６１】
投写型表示装置１においては、図１、図２に矢印で模式的に示すように、主に第１電源ブ
ロック冷却流路４１、第２電源ブロック冷却流路４２、光変調装置冷却流路４３、および
光源冷却流路４４が形成されている。ただし、各冷却流路４１～４４を流通する冷却空気
は、図中の矢印に沿って厳密に流通するものではなく、各構成部品間の間隙をぬって概ね
矢印のように吸排出されるものである。
【００６２】
第１電源ブロック冷却流路４１は、第１吸気ファン１７Ａ（図３、図４）によって吸気口
１７１から吸引された冷却空気の流路である。その冷却空気は、第１電源ブロック７Ａを
冷却した後、その背後に配置されたランプ駆動基板１８を冷却する。この際、冷却空気は
、前後両端が開口した樹脂カバー１８５内を流通することで流れが一方向に規制され、こ
れによってランプ駆動基板１８を冷却するための流量が確実に維持されるようになってい
る。この後、冷却空気は、収容部９０２１の上部に設けられた開口部９０２２や、図示し
ない他の開口部、あるいは隙間等から収容部９０２１内に流入し、その内部に配置された
光源ランプユニット８（光源ランプ１８１）を冷却し、そして、排気ファン１６によって
排気口１６０から排気される。
【００６３】
第２電源ブロック冷却流路４２は、第２吸気ファン１７Ｂで吸引された冷却空気の流路で
あり、吸引された冷却空気は、まず、投写レンズ６の側方に配置される空気循環路９０を
冷却した後、第２電源ブロック７Ｂに供給される。そして、この冷却空気は、第２電源ブ
ロック７Ｂを冷却した後、その背後に配置されたメインボード１２を冷却し、さらに、収
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容部９０２１近傍の開口部９０２３等からその内部に流入して光源ランプユニット８を冷
却し、排気ファン１６で排気口１６０から排気される。
【００６４】
光変調装置冷却流路４３は、図６に示す第３吸気ファン１７Ｃで吸引された冷却空気の流
路である。第３吸気ファン１７Ｃからの冷却空気は、カバー部材８５を介して冷却空気導
入路８６に供給され、密閉ボックス８０全体を冷却するとともに、一部が冷却空気導入用
開口８５１に流れてドライバーボード１１（１１Ａ、１１Ｂ）を冷却する。密閉ボックス
８０を冷却した冷却空気は、ロアーケース４の底部に至り、前述の排気流路８８を通って
排気ファン１６によって排気口１６０から外部に放出される。一方、ドライバーボード１
１を冷却した冷却空気は、上ライトガイド９０１の上面に沿って流れ、前記開口部９０２
２、９０２３などに加え、もう一つの開口部９０２４をも通って収容部９０２１内に流入
して光源ランプ１８１を冷却した後、同様に排気口１６０から放出される。尚、カバー部
材８５の一部に、パイプ状部材９１側に冷却空気を流す開口部を設けて、ファン１７Ｂに
よってパイプ状部材９１に沿った空気流路を形成すれば、一層密閉ボックス８０の冷却効
率の向上が図られる。また、スペース上ファン１７Ｃを配置できない場合は、ファン１７
Ｂだけでも実用上問題ない冷却が得られる。
【００６５】
光源冷却流路４４は、ロアーケース４の下面の吸気口１７２（図２）から吸引された冷却
空気の流路である。そして、この冷却空気は、排気ファン１６によって吸引されるもので
あり、吸気口１７２から吸引された後に、収容部９０２１の下面に設けられた開口部や隙
間からその内部に流入して光源ランプユニット８を冷却し、排気口１６０から排気される
。
【００６６】
以上のような各冷却流路４１～４４の冷却空気は、各排気ファン１６によって排気口１６
０から排気されるが、これらの排気ファン１６は加熱部品の温度状態に応じて制御されて
いる。つまり、温度が上がり易い光源ランプユニット８側の開口部９０２２近傍にはシュ
リンクチューブ等で被覆された温度センサ９０２５が設けられ、また、開口部９０２３の
下方の第２のレンズ板９２２（図４）近傍や、第１、第２電源ブロック７Ａ、７Ｂ、液晶
パネル９２５Ｒ、９２５Ｇ、９２５Ｂ近傍にも同様な温度センサ（図示せず）が設けられ
ており、各冷却流路４１～４４内にあるこれらの温度センサ９０２５からの電気信号が例
えば電源回路基板１３等を介してメインボード１２に出力される。そして、メインボード
１２では、この信号を電気的に処理して発熱部品あるいは冷却用空気の温度を検出し、そ
の結果、温度が高いと判断した場合には、両方の排気ファン１６を同時に駆動させてより
積極的に冷却し、低いと判断した場合には、一方の排気ファン１６のみを駆動して省電力
化を図る等の制御を行っている。
【００６７】
（８）密閉構造内部の空気の循環
次に、密閉ボックス８０およびヘッド体９０３から構成される密閉構造内部の空気の循環
および冷却について説明する。
【００６８】
遠心力ファン８７の旋回により密閉構造内部の空気が吸い上げられ、光変調装置９２５を
構成する液晶パネル９２５Ｒ、９２５Ｇ、９２５Ｂを冷却する。光変調装置９２５を冷却
した空気は、排出口８７１から空気循環路９０に排出される。空気循環路９０は前述の第
２電源ブロック冷却流路４２を流れる冷却空気によって冷却されているため、光変調装置
９２５の冷却後の空気は、空気循環路９０内を流れる間に、その熱が空気循環路９０に吸
収され、さらに、空気循環路９０とその外部を流れる冷却空気との間で熱交換が行われる
ことによって冷却される。その後、この空気は、仕切板８３２によって、液晶パネル９２
５Ｂの下部、液晶パネル９２５Ｇの下部、液晶パネル９２５Ｒの下部の順に流れ、これら
の光変調装置９２５の冷却に供される。尚、第３吸気ファン１７Ｃからの冷却空気により
、密閉ボックス８０も冷却されているので、密閉構造内部の空気は、その熱が密閉ボック
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ス８０に吸収され、さらに、密閉ボックス８０とその外部の冷却空気との間で熱交換が行
われることによって冷却される。
【００６９】
（９）実施形態の効果
前述のような本実施形態によれば、以下のような効果がある。
【００７０】
すなわち、密閉構造内部に循環ファンとなる遠心力ファン８７が設けられているので、空
気循環路９０を通じて密閉構造内部の空気を強制的に循環させることができる。従って、
密閉構造内部を循環する空気と液晶パネル９２５Ｒ、９２５Ｇ、９２５Ｂとの間で熱交換
を行うことにより、液晶パネル９２５Ｒ、９２５Ｇ、９２５Ｂを含む電気光学装置を効率
的に冷却することができる。また、電気光学装置がヘッド体９０３および密閉ボックス８
０からなる密閉構造により密閉されているので、電気光学装置に塵埃等が付着することも
なく、画質を長期的に安定して確保することができる。
【００７１】
また、密閉構造内部の強制的な循環装置として遠心力ファン８７を採用することにより、
排出口８７１からの排出空気の圧力を大きく取ることができるので、その吐出圧力の大き
さを利用して密閉構造内部の空気を確実に循環させることができる。そして、遠心力ファ
ン８７は、通常の軸流ファンと比較して吐出圧力が大きいので、低回転で回すことにより
、ファンの回転による騒音を最小限に抑えることができる。
【００７２】
さらに、遠心力ファン８７が電気光学装置の上部に配置され、その吸気面が電気光学装置
と対向しているので、遠心力ファン８７の吸い込み側の空気循環流中に配置されることと
なり、電気光学装置を構成する光変調装置９２５の液晶パネル面を一様に冷却することが
できる。
【００７３】
そして、空気循環路９０を構成するパイプ状部材９１が遠心力ファン８７と接続されてい
るので、電気光学装置を冷却して遠心力ファン８７に吸い込まれた空気のすべてがパイプ
状部材９１中を流通することとなる。従って、空気循環路９０が第２電源ブロック冷却流
路４２中に配置され、投写型表示装置内部を流れる冷却空気により冷却されるので、パイ
プ状部材９１と空気との熱交換により、密閉構造内部の空気を効率的に冷却することがで
きる。そして、冷却された空気を、空気循環路９０の他端の接続部８３１から噴出するこ
とにより、電気光学装置の冷却に供することができる。
【００７４】
また、下カバー部材８３内部に整流板となる仕切板８３２が設けられているので、液晶パ
ネル９２５Ｒ、９２５Ｇ、９２５Ｂの配置に応じて、空気循環路９０の接続部８３１から
噴出された空気を案内することができ、電気光学装置の冷却を一層効率的に行うことがで
きる。特に、該仕切板８３２が青色光束を変調する液晶パネル９２５Ｂ、緑色光束を変調
する液晶パネル９２５Ｇ、赤色光束を変調する９２５Ｒの順番で空気を案内するように構
成されているので、発熱量が大きい順番で適切に液晶パネル９２５Ｒ、９２５Ｇ、９２５
Ｂを冷却することができる。
【００７５】
さらに、密閉ボックス８０の側板部８１１と液晶パネル９２５Ｒ、９２５Ｇ、９２５Ｂの
間の隙間寸法Ｄ３が３ｍｍ程度に設定されているので、隙間を流れる空気の風速を十分確
保して液晶パネル９２５Ｒ、９２５Ｇ、９２５Ｂを適切に冷却することができる。
【００７６】
（１０）実施形態の変形
尚、本発明は、前述の実施形態に限定されるものではなく、以下に示すような変形をも含
むものである。
【００７７】
すなわち、前記実施形態では、密閉構造内部に配置される循環ファンは遠心力ファン８７
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であったが、これに限らず、投写型表示装置内部の冷却に通常用いられる軸流ファンを採
用してもよい。
【００７８】
また、前記実施形態では、遠心力ファン８７は、ヘッド体９０３の投写レンズ取付部９０
３Ａから突出して設けられていたが、これに限られない。すなわち、投写レンズ６の基端
側に前記投写レンズの径方向外側に向かって突出するフランジが設けられ、このフランジ
と投写レンズ取付部９０３Ａとを接合することにより、投写レンズ６が構造体９０３に取
り付けられる場合、遠心力ファンを、フランジの外周端縁の径方向内側の領域に対応する
部分に、フランジの外周端縁の径方向外側に突出しないように配置してもよい。
【００７９】
遠心力ファンをこのように配置すれば、密閉構造の高さ寸法を小さくすることができるの
で、投写型表示装置の小型化および薄型化を図り易い。
【００８０】
さらに、前記実施形態では、光変調装置９２５は、ＴＦＴ駆動の液晶パネル９２５Ｒ、９
２５Ｇ、９２５Ｂから構成されていたが、これに限らず、ＴＮ、ＳＴＮ等他の駆動方式か
ら構成される光変調装置を備えた投写型表示装置に本発明を採用してもよい。
【００８１】
また、前記実施形態では、光変調装置９２５は、３枚の液晶パネル９２５Ｒ、９２５Ｇ、
９２５Ｂから構成されていたが、これに限らず、１枚、２枚の液晶パネルから構成される
光変調装置に本発明を採用してもよい。
【００８２】
そして、前記実施形態では、光変調装置９２５を構成するパネルは液晶素子から構成され
ていたが、液晶以外のプラズマ素子、マイクロミラーを用いたパネルから構成される光変
調装置を備えた投写型表示装置に本発明を採用してもよい。
【００８３】
また、前記実施形態における光変調装置９２５は、光束Ｒ、Ｇ、Ｂを透過して変調する形
式のものであったが、これに限らず、入射した光を反射しつつ変調して出射する反射型の
光変調装置を備えた投写型表示装置に本発明を採用してもよい。
【００８４】
その他、本発明の実施の際の具体的な構造および形状等は、本発明の目的を達成できる範
囲で他の構造等としてもよい。
【００８５】
【発明の効果】
前述のような本発明の投写型表示装置によれば、密閉構造内部に循環ファンが設けられて
いるので、この循環ファンにより、空気循環路を通して密閉構造内部の空気を強制的に循
環させることができ、密閉構造内部を循環する空気と電気光学装置との間で熱交換を行う
ことにより、電気光学装置を効率的に冷却することができる。また、電気光学装置が上述
した密閉構造により密閉されているので、電気光学装置に塵埃等が付着することもなく、
画質を長期的に安定して確保することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施形態に係る投写型表示装置の上部から見た外観斜視図である。
【図２】前記実施形態における投写型表示装置の下部から見た外観斜視図である。
【図３】前記実施形態における投写型表示装置の内部構造を表す斜視図である。
【図４】前記実施形態における投写型表示装置の内部の光学系を表す斜視図である。
【図５】前記実施形態における光学系の構造を説明するための模式図である。
【図６】前記実施形態における密閉部の構造を表す垂直断面図である。
【図７】前記実施形態における密閉部の外観斜視図である。
【図８】前記実施形態における密閉部材と光変調装置との間の隙間の隙間寸法と、その隙
間を流れる空気の風速との関係を表すグラフである。
【図９】前記実施形態における密閉部を構成する下カバー部材の内部構造を表す平面図で
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ある。
【図１０】前記実施形態における密閉部を構成する上カバー部材の取付構造を表す平面図
である。
【図１１】前記実施形態における空気循環路を構成するパイプ状部材の内径と、密閉部内
部の光変調装置の温度上昇率との関係を表すグラフである。
【図１２】前記実施形態における空気循環路に設けられる放熱構造を表す斜視図である。
【符号の説明】
１　投写型表示装置
６　投写レンズ
８０　密閉ボックス（密閉部材）
８７　遠心力ファン（循環ファン）
９０　空気循環路
９１　パイプ状部材
１８１　光源ランプ（光源）
８３２仕切板（整流板）
８７１　排出口
９０３Ａ　投写レンズ取付部
９０３Ｂ　電気光学装置載置部
９２５　光変調装置
Ｗ　光束
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】
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【 図 １ ２ 】
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